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中
凶の
後

常活
況に
議、ν
た昨

年盤以

山加の
回中
縄

病関係に
こ
の
とこ
ろ
哨（か
げ）

り
が
出は
じ
め「右
中
間
側の
対日

輸入抑制的

出（
「
嬬
状

開設の制
巴
も
その一
つ）
や

外貨規制始櫨（
こ
の
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

「外貨同打

開濃反

処罰央施
細
則」
も
そ
の一

つ）
に
よっ
て、
一
時
はカ
ラー
テレ
ビ
や
自
動

市
など
の

対中出納出が
訊述
な伸
び
阜市一
じて

い
たの
に、

uuには
明らか
に

収納凶耐
に
ゆ行

に、
生

原責任制の
場〈
や
人
民
公社の
解
体
を

は
じ
め、
中

国社会
議い
切っ
て
流動
佑
喜

ょう
とし
た
「成」

の政策ば、
こ
こへ
来
て
さ

き表訴や
ひ
ずみ
の
た
めに
航
海£
を

よぎ

なくされ
つ
つ
あ
り、
則
自

力引常漏
め富山

A
とし
ての
「
収」
の
方
向へ
転
換
し
つ
つ
あ

る。
中
凶の
政治・
社
会
先
日脱
に
闘
行
な
循
環

（
Oω
旦
ニ
恒
三
Oロ）
が包じ
て
い
る
の
だ

ともい
えよ
う。

その
きっ

口同副に
あっ
て、
よ
る六
月ペ
臼

の
『
人民

日立
は、
小
川の
行山

ぞ地弘め
る
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い
歳近の
『
人
民円
絡』
の
紙
面で、
久hH
に一

面トッ
プ
で
あ
るとい
う
形
式
か
ら
も
競
え
よ

う。
だが
叫山
は、

部小川十ドpd忙
や

胡服附m融市内川仙

の
鼎明日
事柄引
用し
て、

巾践に
は、
郡
小平日
制

組問川主
滋の
結
構
「
開法」
政
筒へ
の
恵比
面か

らの
批判

事厳開し
てい
るとい
う
その
内
容に

ある
こ
とはい
う
ま
で
も
ない。
ち沢
東時代
に

流行し
た

「ぷ腐を
掛げ
て
赤臓
に
反
対す
る」、

すなわ
ち、
毛
哨円以

のオ祭事引用し
て

忌沢市胤

の

政安批判す
きいっ

た誌か
しい
攻

し
て、
日
中
極構
関係の
先行きに
は

不安感
や

畿成
感
が生
じ
てい
る。

その
よ
うな矢
先、
中
凶

「開成」
体制の
シ

日
l
ウ
イン
ドー
とし
て、
ま
た
盤
渓
な
「
典

邑
と
レて、

五震の
前能性が
大い
に
強

訓さ
れ
て
き
た

蝦穴の
経

梼特別区・
四釧
（し

ん
せ
ん）
に
つい
て、
郡
小平
主
任は六
月末、

アル
ヲz
リ
ア代
表

閉と会見し
た聞
に
e探
酬

は完ほ功した
とはい
え
ず、
失
芋
るか
も

し
れな
いe
とい
った
他国Hの
発汁を
し
たこ
と

が
伝え
られ
た
り、
六
月
初旬に
は同
じ
く
卸
小

平主
任
が
e
改革
を
急ぎ
すぎ
たe
と
発言し
た

こ
と
が
峨じ
られ
た。

一
方、
中
聞の
純
情
速舘に

大きな影瀞力
を

もっ

陳平
党政

治局常

務霊珪七
月下
旬の

党の
工
作会
織で

美
化
議
室
援の
た
め

なの
で
あ
り、

社A一主澱の

文化点描こ
主

治～’

急
情

「捜」

体制が
生
色
し
てい

る一
巡の
風
潮に
望

星発し
た

ことも
伝
え
ら

れ
た。この
よ
うに
見て
く
あと、
都
小平
体制は、

い
ま
大き

な舷路に
立っ
て
い
る
と
も
い
え
よ

う。
こ
こニ、
三
菜、

毛
沢
東
伯
の
た
め

京
外
大
教
授

かげり生じる日中経済関係

うえで
も、

定
辺の
部
小
平体
制の

安寝

室開測す
受J
え
で
も、
告わ
め

五一遺品
文

の
社
説

を発説
レ
た。
こ
の
社
説は
「
規制
と
規

律の
教商

事益支ぽ聞
く
緯U
進めよ
う」
と
題

され
てい
るが、．
い
か
に市・
叫な
社
税
で
あ
るか

は、
こ
の
とこ
ろ
社
説

の出る
M
が

少なく、
出

て
も一
副布
下に
小さ

な分mMで出
るこ
との
多

が採
られ
て
い
るの
で
あ
る。

六
月
八日
付
の
こ
の
社
説の
内
容
が
入
電し
た

日
が
た

室～誌が
凶の
新
聞
体
目に
当たっ

てい
たこ
・毛
あっ
て、

話
通惜の
配
川
勝指

せ
た

地方紙以外
は、
殆ん
ど
こ
の
環
泌社
説
を

報
じ
てい
ない
の
で、
炊に
その
内
容
を紹
介
し

て
み
さっ。

Am
A
Mm

・

wv
wv
wv

理想聾失の
現状を批判

社
説は
まず、
「も
レ
も
われ
われ
の
政ぬが

自治
ご

荷分化
議く
な
ら、
われ
われ

は失
取し
たこ
と
に
な
る。
もし
も
新レいプ
ル

ヲョ

ア慰
霊－一
み出し
た
ら、
われ
われ
は
ま

っ
たく
聞
澄っ

益を歩
ん
で
い
る
こ
と
に
な

る」
「わ
れ
われ
の
尚
少年
姦し
て
直
室
妓

出制
の
虜
（
と
り
こ）
に
して
は
な
らず、
その

よ
うなこ
とは

絶対して
はい
貯
ない」
と
卸
小

正論　鄧小平「経済開放」体制に動揺　かげり生じる日中経済関係　産経新聞-1985.07.08




